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フサモ属の同定には花や実があれば有力な決め手にな 

るが、それを欠く場合、殖芽を観察することが有力な手 

段になるわけである。実際、私の調査の中でも開花を観 

察できなかった池では殖芽の形状によって同定した場合 

が少なくない。殖芽の観察は、秋おそくになってその池 

を再び訪れるか、あるいは植物体を持ち帰り冬まで栽培 

するという方法によった。

ところで、現地で観察した殖芽に図3 —Aのような形 

をしたものがあった。これは秋になって水の抜かれた池 

で、地面に形成されていたものである。私は、これをそ 

のサイズ （ 1〜 3 cm )か ら 「フサモ」と同定して報告し 

た。ところが昨年、同じ場所で水中で*正常に〃形成さ 

れた殖芽を見ることができた。それは図3 —B に示した 

ようにまさにオグラノフサモの殖芽だったのである。才 

グラノフサモの殖芽も水のなし、所で形成されると短かく

太った形になることがわかった訳で、今までに観察した 

同様の例についても再検討する必要が生じた。そこで、 

あらためて現地調査及び標本の検討を行なったところ、 

フサモをオグラノフサモと訂正すべき場所が他にもある 

ことが判明した。現在、詳しい比較を進めつつあるので、 

いずれその結果を報告して責任ある訂正を行ないたいと 

考えているが、とりあえず、東播磨地方のため池のフロ 

ーラにオグラノフサモを加えておきたい〇

なお、最近、大滝末男氏（水草研会報N al7 )はオダラ 

ノフサモの分布地として群馬、茨城、滋賀、大阪の4 県 

だけをあげておられるが、私自身の予備的検討では、基 

準産地の京都府はじめ東北以南の10以上の府県における 

分布が確かめられた。おそらく、本州、四国、九州に広 

く分布するものと思われ、今まで「フサモ」と同定され 

ていた産地を含め、再検討する必要があると考えている。

〇 碓 井 信 久 著 『神戸の水生植物』 （神戸市立教育研究 

所発行、 1985年 2 月、A 5 版 114頁、頒価 1300円）

神戸市内の学校の先生方が、地域の自然を理科教材に取 

り入れようと市立教育研究所に集まり熱心に研究を続け 

ておられる。その成果をまとめた『神戸の自然』 シリー 

ズの14冊目として、水草が取り上げられた。

神戸市とその周辺には2 万個をこえるため池があるが、 

この本では当地域に見られる約80種の水草をカラー写真を 

中心にして紹介している。生物学出身でない理科教師や 

一般市民にも親しみやすいものにするため、内容は努め 

て平易なものになっている。それだけに水草をよく知っ 

ている方にとっては、もの足りないものになっているか 

もしれない。 しかし、 200枚をこえるカラー写真を集め、

身の回りにこれだけの水草があるということを啓発するね 

らいは成功していると言えよう。これをひとつの出発点 

にして、各種類の生態観察や教材化の検討が進められて 

ゆくことを期待したい。 （角野康郎）

※ この本は一般の書店では扱われません。御希望の方(£  

当会で取り次ぎますので送料2 0 0円を加えて、 「振替口 

座 神 戸 7 — 1 3 8 2 9 水草研究会」へ御申し込み下さい。 

なお、当シリーズの出版物は比較的短期間で品切れにな 

り、再版されないのが通例となっていますので、早い目 

にお申し込み下さい。
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